
再開発再開発

ご　みご　み

Ａ

焼却熱→発電→場内電力・余熱の活用→還元施設などに利用

焼却時の燃えかす・残りかすを素材として再利用すること
でさらに埋立物を減らすとともに、無害化を図ります
※津山ブロックごみ処理広域化対策協議会を構成する市町村・
　地域間においてごみの分別ルールにばらつきがあるため、新
　施設の稼動までにルールを統一する必要があります。統一的
　なルールについては、同協議会で検討しています

焼却熱の活用（電力使用の抑制）

焼却灰などの再資源化

2007.11 67 2007.11

(出品予定）
加茂地域　地元野菜・手作り豆腐ほか
阿波地域　餡入よもぎ餅・氷温米ほか
勝北地域　横仙おこわ・陶芸品ほか
久米地域　さば寿司・梅製品ほか
奈 義 町　黒豆味噌・黒ぼこ里芋ほか
新産業機構　太秋大甘柿ほか

とき　11月24日㈯、25日㈰午前10時～午後3時
ところ　アルネ・津山
　　　　　　　地域交流センター(4階)、東広場

きんちゃい！
　　みんちゃい！
津山市各地域と近隣
　地域の自慢の特産品
　　や工芸品が一堂に
　　　集まるよ！

現在のごみ処理 新クリーンセンターのごみ処理従前のごみ処理

資源の有効利用 資源の循環利用

11月６日～12日は
年金週間

お得！

安心！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
国
民
年
金
」っ
て
、
実
は…

　　　　　　社会保険庁からすべ
ての人に、加入記録を順次送りま

す

◎平成19年12月～平成20年１月　約５
千万件の未統合の記録と氏名・性

別・生年月日が

　一致し、記録が結び付くと推定
される人

◎平成20年２月～３月　未統合の記
録と氏名・性別・生年月日の一部

が一致し、同一人

　と推定できる場合で、記録が結
び付くと推定される人

◎平成20年４月～５月　すでに年金
を受け取っているその他の人

◎平成20年６月～10月　今後年金を
受け取る予定のその他の人

ねんきん特別便

ア
ル
ネ
・
津
山
に
今
年
も

作
州
の
名
物
が
大
集
合

す
る
ぞ
！

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

今
ま
で
以
上
に
資
源
を

有
効
活
用
す
る
施
設
に

な
り
ま
す
。

作州津山ふるさと交流物産展「作州とくとく市」

新クリーンセンターのコンセプト ＝ 循環型社会の形成

たいしゅうおおあまがき

あんいり

よこせん

大量生産

リデュース大量消費

大量廃棄

従前のごみ処理施設

最終処分場

ま
す
ま
す

環
境
に

優
し
く

な
る
ぞ！

３Ｒの推進

埋立量の減量

（発生の抑制）

リユース （再使用）

リサイクル サーマルリサイクル

マテリアルリサイクル

（再生利用）

（イメージ図）

３Ｒに加えて

　

３
つ
の
年
金
で

　
　
　
　

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
！

老
齢
基
礎
年
金　

保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
・
猶
予
期
間
も
含
む
）
が
原
則

25
年
以
上
あ
る
人
に
65
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す

年
額　

79
万
２
１
０
０
円
（
40
年
間
納

め
た
場
合
の
満
額
）

障
害
基
礎
年
金　

国
民
年
金
加
入
中
の
病

気
や
け
が
で
一
定
の
障
害
状
態
に
な
っ

た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
保
険
料
の
納

付
要
件
あ
り
）

　

年
額　

１
級
＝
99
万
１
０
０
円

　
　
　
　

２
級
＝
79
万
２
１
０
０
円

遺
族
基
礎
年
金　

国
民
年
金
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
時
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
の
い
る
妻

ま
た
は
子
ど
も
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
保

険
料
の
納
付
要
件
あ
り
）

年
額　

１
０
２
万
円
（
子
ど
も
が
１
人

い
る
妻
の
場
合
）

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

メ
リ
ッ
ト
１　

国
民
年
金
は
生
き
て
い
る

限
り
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で

す
。
ま
た
、
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
よ

り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
経
済

の
変
動
に
負
け
ま
せ
ん

メ
リ
ッ
ト
２　

不
測
の
事
態
（
障
害
・
死

亡
）
に
備
え
る
保
険
と
し
て
の
年
金
で

す
。
加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」
が
、

死
亡
し
た
場
合
は
そ
の
遺
族
に
「
遺
族

基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す

メ
リ
ッ
ト
３　

納
め
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税

金
が
安
く
な
り
ま
す

メ
リ
ッ
ト
４　

老
齢
基
礎
年
金
は
３
分
の

１
（
将
来
は
２
分
の
１
）
が
国
庫
負
担

（
税
金
）
の
た
め
、
納
め
た
保
険
料
以

上
の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す

　

年
金
額
が
増
や
せ
ま
す
！

任
意
加
入　

老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受
け

取
る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
や
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
れ

に
応
じ
て
年
金
額
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す

【
例
】
５
年
間
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
付
す
る
と
、
年
額
９
万
９
千
円

増
額

付
加
年
金　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
万
４
１
０
０
円
で
す
が
、
月
額
４
０

０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
（
付
加
年
金
は
２
０
０

円
×
納
付
月
数
で
計
算
）

【
例
】10
年
間
、付
加
保
険
料
を
納
付（
合

計
４
万
８
千
円
）
し
た
場
合
、
２
０

０
円
×
１
２
０
月
＝
２
万
４
千
円

（
年
額
）

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
下
げ　

老
齢
基
礎

年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
受
給
開
始
を
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で

に
繰
り
下
げ
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
月
に
つ
き
年

金
額
が
０
・
７
％
増
額
）

【
例
】
老
齢
基
礎
年
金
が
79
万
２
１
０

０
円
（
満
額
）
の
人
が
受
給
開
始
を

70
歳
に
繰
り
下
げ
る
と
、
79
万
２
１

０
０
円
×
１
４
２
％
＝
約
１
１
２
万

４
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
3 

32
︲
２

０
７
２

　

年
金
記
録
の
相
談
3
０
５
７
０
︲
０
５

︲
１
１
６
５


